
令和７年度 磐田市立豊岡北小学校 学校評価書 

重点 目標・取組 評価指標 自己

評価 

考察・改善策 学校関係者

評価委員から 

か

ん

が

え

る

花 

主体的に学ぶ子 
課題解決に向けて、 

自分の考えをもちねばり強く取り組む。【８０％】 
A 

〇校内研修の重点を「子供が主体的に学ぶための仕掛け」として、子供た

ちが主体的に課題に取り組めるように学習方法を選択できるように授

業を工夫したことはよかったが、取り組む姿の個人差が大きい。 

※今後も、子供たちの疑問や課題意識を生むような導入や学びの意欲 

を刺激する空間・教具・教材を工夫し、自己決定の場を与えることで、 

持続させ、自分の学びの評価へとつなげられるようにする。 

〇ＩＣＴ活用の

よさがある一

方で、自分で

考えない、人

に 流さ れ て

いる、人の話

を 聴い て い

ない様子が見

られる。そこ

は危惧してい

る。 

豊かに対話し 

学びを深める子 

自分の考えと比べながら聴き、 

自分の考えをよりよくする。【80％】 
B 

〇授業内で対話の機会を多く設けることで、話す聴くことに慣れてきた

が、比べながら聴き、自分の考えを深めるところまでは至っていない。 

※必要感のある対話の場面を設定し、授業内のどこで、どのように場を設 

定するかを大事にしていく。また、自らの学びを自覚し、次の課題や学 

習につなげるための振り返りを単元の中で必ず行うようにする。 

な

か

よ

し

の

花 

友達とのかかわ

りを通して、自

分や友達のよさ

に気付き、伝え

る子 

授業や活動(縦割り活動、学校行事、委員会など)で自

分や友達のよさを見つけたり、伝えたりする。 

【８5％】 

 

 

B 

〇児童会活動を中心に、いいとこ見つけの輪は広がりつつあるが、自 

分のよさや友達のよさを伝えることに抵抗を感じている子供もいる。 

※様々な伝え方を示したり、自分のよさを見つける活動を年間の活動

で位置付けたりする。また、静岡県版SEL を学活の時間に位置付けて

実施していく。 

〇年々、あい

さつが低下し

ていると感じ

る。教員や家

庭の大人もど

うか。あいさ

つの重要性を

伝え、運動を

強化してこつ

こつ積み重ね

るしかない。 

気持ちのよいあ

いさつや相手の

気持ちを考えた

言葉遣いができ

る子 

気持ちのよいあいさつができる。【85％】 

相手の気持ちを考えた言葉遣いができる。【83％】 

 

 

B 

 

〇あいさつを中心にふわふわ言葉を広げるように取り組んできた 

が、できる子とできない子の二極化を感じる。気持ちのよいあいさつ 

がどういうものかわかっていない現状も感じられる。 

※段階を追って、あいさつの手本を示す。ふわふわ言葉については、 

学期始めに子供たちとともにふわふわ言葉表を作成し、年間を通して 

意識できるようにする。 

き

た

え

る

花 

進んで運動に 

取り組む 

たくましい子 

自分の目標をもち、積極的に運動や遊びに取り組む

ことができる。【85％】 
B 

〇運動がんばりカードを作成し、目標を立てることができたが、児童

が「目標に向かって運動している」と自覚できていないと感じられた。 

※保健のカードに運動欄を設けてリンクさせることで、数値目標を設

定し、目標と活動と振り返りを意識して活用できるようにする。 

〇レジリエン

スの研修を重

ねているが、

すぐに成果が

出るものでも

ない。必要な

子に届かない

現状がある。 

何事もプラス思

考で捉える 

しなやかな子 

苦手なこともやってみようと思うことができる。

【80％】 
A 

〇学府共通で保護者も巻き込んで、レジリエンス向上に取り組んでき

た。子供たちは、自分の苦手を認識したり、振り返ったりできた。 

※今後も、本校の合言葉「やってみよう」を意識して目標をもって取り

組み、振り返る場を設定することを継続する。 

学校関係者評価を受けてのまとめ 

学校や子供たちを好意的に温かく見守りながら、地域の方から見た学校や子供たちの様子などについて、率直な御意見をいただくことができた。特にあいさつについての御意見を

多くいただき、人と人とのつながりの第一歩であるあいさつができる子供たちを育ててほしいという強い思いを受け取った。学校として、教師自身があいさつを含め、子供たちのよい

手本、身近な目指す大人となるべく言動を行い、まずはあいさつのできるリーダーを育てていくことを御教示いただいた。あいさつは、学校、学府でも重点として掲げている「ウェルビ

ーイング」にもつながるものである。あいさつを中心に、学校、家庭、地域がつながり、連携して子供たちを育てることで、すべての人にとってのウェルビーングを目指したい。 


